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第 358 回（令和４年６月）定例会 

第２回各会派政務調査会長会 開催結果 
 
１ 日時 

令和４年６月６日（月）12時８分から 12 時 33 分まで 

 
２ 場所 

３号館６階 第２委員会室 
 
３ 出席者 

自由民主党     北  口  寛  人   政務調査会長（座長） 
村  岡  真夕子   政務調査副会長 

自民党兵庫     山 口 晋 平   政務調査会長（副座長） 
ひょうご県民連合  黒 田 一 美   政務調査会長 
公明党・県民会議  島 山 清 史   政務調査会長 
維新の会      齊 藤 真 大   政務調査会長 
日本共産党     き だ   結   政務調査会長 

 
（オブザーバー） 
自由民主党     かわべ  宣  宏   政務調査副会長 
自民党兵庫     五 島 壮一郎    政務調査副会長 
ひょうご県民連合  北 上 あきひと   政務調査副会長 
公明党・県民会議  竹 尾  ともえ   政務調査副会長 
維新の会      門   隆 志    政務調査副会長 
日本共産党     入 江 次 郎   政務調査副会長 

 
４ 当日配付資料 
  別添のとおり 
 

５ 会議概要 

(1) 会派提案意見書案に対する態度表明・整理 
各会派から他会派提案意見書案に対する態度が別添のとおり表明された。 
その後、各意見書案について質疑応答があった。 

 
まず、座長から、反対の意見があった意見書案１、５、７、９、10について整

理する必要があるとして、各会派に意見を求めた。 
   

ア 意見書案１について 
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    ○村岡 自由民主党政務調査副会長 

      共産党からの反対意見の趣旨を踏まえ、修文したい。 

     

    ○きだ 日本共産党政務調査会長 

      了解した。 

   

    〇北口 座長 

それでは、今の意見を参考にして、修文調整を行うこととする。 

 

イ 意見書案５について 

  ○黒田 ひょうご県民連合政務調査会長 

    国でも物価高騰対策は行っているが、更なる物価高騰対策の実施という

点を踏まえ、修文で対応いただきたい。 
 

  ○山口 自民党兵庫政務調査会長 

    提案については、会派に持ち帰って、検討したい。 

 

〇北口 座長 

修文で検討をするということで、現時点で×としないこととする。 

 

ウ 意見書７について 

  ○島山 公明党・県民会議政務調査会長 

    個人情報漏洩の懸念についても、国はしっかり対応するとしている。 

    修文は検討できないか。 

 

    ○きだ 日本共産党政務調査会長 

    非識別加工情報であっても、それが、複数あれば、個人の特定は可能と

いわれている中で、情報漏洩はないとは言い切れない。 

    また、国、地方公共団体の保有するデータを産業界に提供することが産

業競争力に直結するとされ、国民の利便性とは別次元のものとなっている

点も反対する理由である。 

   

〇北口 座長 

修文には応じることができないという意見であるので、意見書案７の提

出は見送ることにする。 

  

エ 意見書９について 
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  〇齊藤 維新の会政務調査会長 

2019 年の不正統計問題においても、政府として統計委員会から提言を受

けたにもかかわらず、再度、不正統計の問題が発生した。 

    今回の GDP に関わる統計であり、兵庫県内の企業にも影響を与えるもの

であることから、この意見書は、国に任せきりにしないためのものとなっ

ている。修文について、検討してもらいたい。 

 

    ○村岡 自由民主党政務調査副会長 

    国においても多くの批判を受けた上での取り組みとなっていることから、

前回以上にしっかりと取り組まれると確信している。政府の対応を見守る

べきと考える。 

 

    〇北口 座長 

修文には応じることができないという意見であるので、意見書案９の提

出は見送ることにする。 

 

 オ 意見書 10について 

  〇齊藤 維新の会政務調査会長 

    国会議員の自浄能力だけに任せられるものではない。先進的な取り組み

をしている兵庫県議会の取り組みを意見書として提出することが公益に資

するものである。 

 

  ○山口 自民党兵庫政務調査会長 

    他の会派の修文案なども踏まえて、一度預かって、検討したい。 

 

〇北口 座長 

修文で検討をするということで、現時点で×としないこととする。 

 

カ 意見書案３、11について 

座長から、意見書案３と 11について、全会派が統合すべきとしていること

から、統合の上、修文して調整案を示すことを確認 →異議なし 

 

 (2) 意見書案の整理 

(1)を踏まえ、座長において次のとおり整理した。 
①全会派一致の賛同が得られた意見書案 

なし 
②全会派一致の賛同に向けて座長調整案を示す意見書案 
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意１ 地域農業の維持・振興のために消費税の適格請求書等保存方式(イン

ボイス制度)導入にあたっての適切な措置を求める意見書 

意２ 食料安全保障及び持続可能な農業振興の対策強化を求める意見書 

意３ 鉄道路線の維持及び利便性向上に向けた国の積極的関与を求める意

見書 

意４ ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた観光振興への支援を求める

意見書 

意５ 物価高騰対策強化を求める意見書 

意６ 石綿（アスベスト）健康被害救済法の見直しを求める意見書 

意８ ヤングケアラーへ支援充実を求める意見書 

意10  調査研究広報滞在費及び立法事務費に関する制度見直しを求める意見書 

意 11 ＪＲローカル線維持・存続のため、国が積極的役割果たすことを求め

る意見書 

意 12  学校給食の無償化を求める意見書 

※全会派からの意見のとおり、意３と意 11 については統合する方向で座長

調整案を示すこととなった。 

③全会派一致の賛同が得られなかった意見書案 

意７ 地方公共団体情報システムの標準化に向けた取り組みを求める意見書 

意９ 繰り返される政府統計の不正行為防止を求める意見書 

 

 (3) 日程確認 

第３回会議を６月８日（水）13時 30 分から開催することを確認した。 


